
この度は、弊社製品をお買求めいただきましてありがとうございました。
このシェルフデスクは組立式になっておりますので、下記の要領で組立ててください。
パッキングケースの中には、下記の部品が入っています。

シェルフ付きパソコンデスク(100-DESKH016)組立説明書
★用意していただくもの・・・・・
手袋（組立て時のケガ等を防ぐために必ず着用してください）
プラスドライバー

ピンⒶ×34本 棚ダボⒹ×4本

組立て部品完成図

デスク天板③×1枚

幕板②×1枚

デスク側板①×1枚

締付け円盤Ⓑ×34個

総耐荷重　50kg

シールⒺ×40枚

※このデスクは組立て方法によって下図の様に2通りの
　使い方ができます。用途に合わせて組立ててください。
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天板⑧×1枚

棚板B⑩×1枚棚板A⑦×1枚

背板⑥×3枚 底板⑨×1枚

※樹脂の脚が付いている
　のが底板⑨です。

ボルトⒸ×4本〔M6×30mm〕

使用ボルト

シェルフを右側にする場合A

シェルフを左側にする場合B

側板④×1枚 側板⑤×1枚



シェルフを右側にする組立て方法A

デスク側板①にピンⒶを取付け
ます。1

デスク側板①

ピンⒶ

デスク側板①に幕板②を取付けます。2 デスク天板③にピンⒶを取付け
ます。3

上

前
上

前

※締付け円盤Ⓑの穴が
　ある面が前です。

幕板②

締付け円盤Ⓑ

デスク天板③

ピンⒶ

尖った溝を穴の方向に
向けます。

締付け
円盤Ⓑ

デスク側板①のピンⒶを幕板②に差込み、締付け円盤Ⓑを幕板②に
差込みます。

締付け円盤Ⓑを回して固定します。

締め付け円盤をプラスドラ
イバーで矢印の方向へ回し
て締め付けます。

締付け円盤Ⓑ

デスク側板①と幕板②をデスク天板③に取付けます。4

上

前

上

前

デスク側板①と幕板②にデスク天板③のピンⒶを差込み、締付け
円盤Ⓑを差込みます。

締付け円盤Ⓑを回して固定します。

尖った溝を穴の方向に向けます。

締付け
円盤Ⓑ

締付け円盤Ⓑ

締付け円盤Ⓑをプラスドライバーで
矢印の方向へ回して締め付けます。

締付け円盤Ⓑ

側板④⑤にピンⒶを取付けます。5

＜上から見た図＞

側板④

ピンⒶ

側板⑤

ピンⒶ

※この穴にピンⒶを取付けます。 ※この穴にピンⒶを取付けます。

＜上から見た図＞



シェルフを右側にする組立て方法A

上

締付け円盤Ⓑ

背板⑥と棚板A⑦を取付けます。7

※木目のある方が
　下です。

※木目のある方が上です。

側板④のピンⒶを背板⑥、棚板A⑦に差込み、締付け円盤Ⓑを差込みます。 締付け円盤Ⓑを回して固定します。

尖った溝を穴の方向に
向けます。

締付け
円盤Ⓑ

締付け円盤Ⓑをプラスドラ
イバーで矢印の方向へ回し
て締め付けます。

締付け円盤Ⓑ

背板⑥
棚板A⑦

背板⑥

上

側板④を取付けます。6

上

前

※この位置にピンⒶがある方が下、外側です。
側板④

デスク天板③

デスク天板③に側板④のピンⒶを差込み、締付け円盤Ⓑを差込みます。 締付け円盤Ⓑを回して固定します。 幕板②をボルトⒸで固定します。

ボルトⒸ〔M6×30mm〕

使用ボルト

締付け円盤Ⓑ

尖った溝を穴の方向に
向けます。

締付け
円盤Ⓑ

締付け円盤Ⓑをプラスドラ
イバーで矢印の方向へ回し
て締め付けます。

締付け円盤Ⓑ ボルトⒸ

上

前

上

前



上

上

天板⑧

ピンⒶ

※樹脂の脚が付いているのが底板⑨です。

側板⑤を取付けます。8 天板⑧と底板⑨にピンⒶを取付け
ます。9

側板⑤のピンⒶを背板⑥、棚板A⑦に差込み、締付け円盤Ⓑを差込みます。 締付け円盤Ⓑを回して固定します。

尖った溝を穴の方向に
向けます。

締付け
円盤Ⓑ

締付け円盤Ⓑをプラスドラ
イバーで矢印の方向へ回し
て締め付けます。

締付け円盤Ⓑ

底板⑨

ピンⒶ締付け円盤Ⓑ

シェルフを右側にする組立て方法A

上

上

天板⑧と底板⑨を取付けます。10 シェルフデスク本体を起こして棚板B⑩を取付けて、
完成です。11

側板④⑤に天板⑧、底板⑨のピンⒶを差込み、締付け円盤Ⓑを差込みます。 締付け円盤Ⓑを回して固定します。
締付け円盤Ⓑをプラスドラ
イバーで矢印の方向へ回し
て締め付けます。

締付け円盤Ⓑ

天板⑧

底板⑨

棚板B⑩
※任意の位置に取付けできます。

※必要に応じて締付け円盤Ⓑが隠れるようにシールⒺを貼付けてください。

尖った溝を穴の方向に
向けます。

締付け
円盤Ⓑ

締付け円盤Ⓑ

棚ダボⒹ

側板⑤



シェルフを左側にする組立て方法B

デスク側板①にピンⒶを取付け
ます。1

デスク側板①

ピンⒶ

デスク側板①に幕板②を取付けます。2 デスク天板③にピンⒶを取付け
ます。3

上前 上前

※締付け円盤Ⓑの穴が
　ある面が前です。

幕板②

締付け円盤Ⓑ

デスク天板③

ピンⒶ

尖った溝を穴の方向に
向けます。

締付け
円盤Ⓑ

デスク側板①のピンⒶを幕板②に差込み、締付け円盤Ⓑを幕板②に
差込みます。

締付け円盤Ⓑを回して固定します。

締付け円盤Ⓑをプラスドラ
イバーで矢印の方向へ回し
て締め付けます。

締付け円盤Ⓑ

尖った溝を穴の方向に向けます。

締付け
円盤Ⓑ

締付け円盤Ⓑをプラスドライバーで
矢印の方向へ回して締め付けます。

締付け円盤Ⓑ

デスク側板①と幕板②をデスク天板③に取付けます。4

上

前

上

前

デスク側板①と幕板②にデスク天板③のピンⒶを差込み、締付け
円盤Ⓑを差込みます。

締付け円盤Ⓑを回して固定します。

締付け円盤Ⓑ

側板④⑤にピンⒶを取付けます。5

＜上から見た図＞

側板④

ピンⒶ

側板⑤

ピンⒶ

※この穴にピンⒶを取付けます。 ※この穴にピンⒶを取付けます。

＜上から見た図＞



上

上

締付け円盤Ⓑ

背板⑥と棚板A⑦を取付けます。7

※木目のある方が
　下です。

※木目のある方が上です。

側板⑤のピンⒶを背板⑥、棚板A⑦に差込み、締付け円盤Ⓑを差込みます。 締付け円盤Ⓑを回して固定します。

尖った溝を穴の方向に
向けます。

締付け
円盤Ⓑ

締付け円盤Ⓑをプラスドラ
イバーで矢印の方向へ回し
て締め付けます。

締付け円盤Ⓑ

背板⑥

棚板A⑦
背板⑥

シェルフを左側にする組立て方法B

側板⑤を取付けます。6

上

前

上

前

上

前

※この位置にピンⒶがある方が下、外側です。
側板⑤

デスク天板③

デスク天板③に側板⑤のピンⒶを差込み、締付け円盤Ⓑを差込みます。 締付け円盤Ⓑを回して固定します。 幕板をボルトⒸで固定します。

締付け円盤Ⓑ

尖った溝を穴の方向に
向けます。

締付け
円盤Ⓑ

締付け円盤Ⓑをプラスドラ
イバーで矢印の方向へ回し
て締め付けます。

締付け円盤Ⓑ ボルトⒸ

ボルトⒸ〔M6×30mm〕

使用ボルト



シェルフデスク本体を起こして棚板B⑩を取付けて、
完成です。11

BG/AG/RKDaC
〒700-0825  岡山県岡山市北区田町1-10-1
TEL.086-223-5680  FAX.086-235-2381

サンワダイレクト

上 上

天板⑧と底板⑨を取付けます。10
側板④⑤に天板⑧、底板⑨のピンⒶを差込み、締付け円盤Ⓑを差込みます。 締付け円盤Ⓑを回して固定します。

締付け円盤Ⓑをプラスドライバーで
矢印の方向へ回して締め付けます。

締付け円盤Ⓑ

天板⑧

底板⑨

尖った溝を穴の方向に
向けます。

締付け
円盤Ⓑ

締付け円盤Ⓑ ※必要に応じて締付け円盤Ⓑが隠れるようにシールⒺを貼付けてください。

天板⑧

ピンⒶ

※アジャスターが付いているのが底板⑨です。
底板⑨

ピンⒶ

上

上

側板④を取付けます。8 天板⑧と底板⑨にピンⒶを取付け
ます。9

側板④のピンⒶを背板⑥、棚板A⑦に差込み、締付け円盤Ⓑを差込みます。 締付け円盤Ⓑを回して固定します。

尖った溝を穴の方向に
向けます。

締付け
円盤Ⓑ

締付け円盤Ⓑをプラスドラ
イバーで矢印の方向へ回し
て締め付けます。

締付け円盤Ⓑ

締付け円盤Ⓑ

シェルフを左側にする組立て方法B

棚ダボⒹ 棚板B⑩
※任意の位置に取付けできます。


